
  

 

 

 

 

 

夏休みに、中高生を対象にした「ドキドキ赤ちゃんふれあい体験」がマーノで開催されました。 

９月１７日に第２回子育てまなび講座「知っておきたい防災の基礎知識」が行われました。元旦

に起きた能登半島地震の支援を実際に行った職員の講話を聞きました。職員が避難所を開設する前

に住民の方たちが建物の中に入ってしまい混乱状況になっていたこと。１５分の入浴のために２時

間以上待つことなど、被災地での厳しい状況を知りました。分かっていながらも自分は大丈夫だろ

うと考えてしまう「正常性バイアス」という人間の心理が働くことで、７０％～８０％の確率で起

こると言われている南海トラフ地震への備えも、なかなかすぐに行動に移せないという現状がある

ことも学びました。そんな中でも今、自分と大切な人の命を守るためにできることは何かを考えさ

せられる講座となりました。「備えあれば憂いなし」ということわざがあるように、防災の基礎知

識を身に付けられたらいいですね。 

 

 

（トイレ内にインテリアとして飾れる簡易トイレの箱・液体ミルク・水のいらないシャンプー・体

をふくシート・食料・お菓子・突っ張り棒・お尻洗浄・防災袋等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今、あなたは、自分と大切な人の命を守れますか？ 

防災グッズの数々 

簡単に組み立てられる簡易テントや簡易ベッド 被災地のリアルな現状を直接聞くことができました。 
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【避難所での心がけ】 

① 避難者はお客さんではない。 

② 避難所開設や本部との連絡→市職員の仕事  避難所の運営→避難者全員の仕事 

③ 女性、乳幼児、障がい者、高齢者への配慮 

④ 避難者みんなで健康管理、衛生管理→能登半島の一部の避難所ではラジオ体操が行われ

たそうです。 

【自宅避難での心がけ】→避難とは災難を避けること。自宅が無事なら、自宅避難も視野に。 

①家具が倒れてこないか。→突っ張り棒で固定。収納棚には上の方に軽いもの、下の方に重

いもの。 

②高いところから物が落ちないか。 

③ガラスは割れないか。→日頃からレースカーテンをひく。扉ストッパーの利用。 

④お片付け防災：危険なものが少ない部屋が一部屋あるだけでも安心（寝室や客室など） 

衛生（お風呂・はみがき編） 

〇断水に備えてお風呂に水をためる 

〇ウエットティッシュやおしりふきが大活

躍 

〇水なしシャンプーが便利 

〇ハッカ油・アロマオイルですっきり 

〇はみがきシート 

〇口内炎対策に野菜ジュースを備蓄 

衛生（トイレ編） 

×水を汲んで流さないで 

・下水管が壊れているとうまく流せない。大量

の水で勢い良く流す必要がある。トイレット

ペーパーまで流せない。 

〇非常用トイレ袋と凝固剤の備蓄

がおすすめ 

 

料理・食事編 

〇皿にサランラップをしく  〇包丁ではなく、はさみ・ピーラーを使う 

〇揺れが収まったらカセットコンロを使用 〇ポリ袋を使った湯せん調理 

〇水は 1人１日３リットルを目安に備蓄 

① 行けるときにトイレに行っておく    ②生理用品とオムツは使い慣れたものを十分に 

③ レースカーテンやブラインドは閉めておく④水、レトルト食品、乾物を多めに買い置き 

⑤ 寝ている場所の安全を確認してみる   ⑥ママバッグは使った分だけ足す 

⑦ スマホに必要なアプリを入れておく   ⑧外出先で非常口と AEDの場所を確認 

⑨ スマホの充電用バッテリーは常に持ち歩く⑩車のガソリンは半分になったら入れる 


